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方式 キュビット 利点 問題点 現状
イオントラップ 真空中で電磁場により デコヒーレンス時間が長い 多キュビット化が困難 4キュビットでの
固定されたイオンの重 真空中で動作 エンタングル確認
心振動モード
NMR 溶液中の有機分子の 常温で動作可能 多キュビット化が困難（分子 7キュビットでShorの
（核磁気共鳴） 原子核スピン（１個の 多数の分子（量子コンピュー 設計が必要） アルゴリズム実現
分子が１個の量子コン タ）を同時測定可能 キュビットが増えると測定結
ピュータ） NMR装置で実現可能 果の解析が難しい
結晶や原子細線の原子 多キュビット化が比較的容易 測定結果の解析が難しい 素子開発中
核スピン デコヒーレンス時間が長い？ 極低温で動作
素子の作成が困難
量子ドット 量子ドットに閉じ込め 多キュビット化が比較的容易 極低温で動作 素子開発中
られた電子のスピン デコヒーレンス時間が長い？ 素子の作成が困難
超伝導素子 超伝導体に発生する 多キュビット化が比較的容易 極低温で動作 ２キュビットでの
磁束、クーパー対 デコヒーレンス時間が長い エンタングル確認



























































３）y＝x a mod N （a=0，1，2，…q－1）をすべてのaに対して量子並列計算で計算する。























































































































年 採択件数 総額（＄） 金額/件 期間
1995 23 4,930,629 214,375 1～4年
1996 20 5,851,012 292,551 2～4年
1997 23 5,923,848 257,559 0.8～4年
1998 25 6,504,615 260,185 2～4年
1999 22 4,808,112 218,551 2.8～4年
2000（注） 6 1,361,800 226,967 3年
総　　計 119 29,380,016 246,891 0.8～4年
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最後に　―量子コンピュータ実現に向けて―
